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本格的な出水期を前にした６月４日(金)に、山形河川国道事務所･ 山形県･ 管内各市町･ 警察･ 消防･

水防団などの関係者約40名で、管内の重要水防箇所を巡視し、洪水時に迅速かつ的確な水防活動が

できるように、現地を確認しました。

重要水防箇所は、洪水時に堤防等の監視、巡視、水防活動を行うにあたり、特に注意を要する箇所

や範囲をいいます。重要水防箇所は、河川工事や地形の変化などにより、毎年見直されることから、

関係者一同で巡視することにより、情報の共有を図っています。

５月２０日より、市町村長が発令する、水位危険度レベルに応じた避難情報等の運用が次のとおり見
直されました。（令和３年４月 災害対策基本法改正）

警戒レベルの避難情報が変わりました

▲ 全体説明
(米沢市窪田地区緊急資材倉庫)

▶「避難勧告と避難指示（緊急）」を『避難指示』へ一本化

▶「避難準備・高齢者等避難開始」を『高齢者等避難』に見直し

▲ 現地調査(高畠町糠野目地区) ▲ 現地調査
(南陽市災害対策車ステーション)

▲ 現地調査(川西町西大塚地区)

国土交通省や山形県の河川管理者は、洪水時においてあらかじめ定められた「基準水位観測所」の水位情報

を提供しており、観測所毎に災害発生の危険度（水位危険度レベル）に応じた基準水位を設定しています。


